
 

　 ・仲間づくりの推進

　 ・人権教育の充実

　 ・道徳教育の充実

　・基礎・基本の定着

　・家庭学習の充実

　・指導方法の工夫・改善

　・生徒指導の充実

橋本市教育大綱（理念） 生徒の実態

保護者・地域の願い 前年度の学校評価

今年度の教育目標

めざす生徒像

重　点　目　標 具体的方策 評　価　指　標

　 ・態度教育の推進

　・ＩＣＴ教育の推進

　・体力の向上

　・基本的生活習慣の定着

　・安全教育の推進

地域に開かれた学校

・コミュニティ・スクールの充実

　・共育コミュニティの推進

　・学校の情報発信

　・防災教育の推進

令和７年度　橋本市立橋本中央中学校スクールプラン

　人が学びあい、共に育むまちづくり
　　・豊かな心と健やかな体を育みます
　　・家庭教育、学校教育、社会教育の中で、多様な学び
　　　を育みます
　　・地域・家庭・学校が連携した地域教育力を育みます

　・明るく活発で、何事にも真面目に取り組み、学校行事
や生徒会活動、部活動に前向きにチャレンジする生徒が多
い。学習面、生活面ともに前向きに取り組んでいるが、主
体的に行動する生徒は少ない。生徒個々においては、低学
力、不登校等課題を抱える生徒も少なくない。

　・思いやり、感謝の気持ち、明るく、挑戦、元気　
　　自立、素直、健康、コミュニケーション力
　・安全安心、地域貢献・学力の向上と進路保障
　・地域に開かれ、地域と共にある学校

 ・落ち着いた雰囲気の中で、生徒の学校生活が充実していると
感じられる。学習規律や家庭学習の習慣の確立しつつあるが、
主体的な学びへと向かわせていく必要がある。また、道徳教育
の実践深化、読書活動の推進、効果的なＩＣＴ活用の推進、社
会貢献や地域行事への参加の推進などに今後も努めなければな
らない。

徳・知・体を鍛えながら、自らの力で未来を切り拓こうとする生徒の育成

　　　　　　　☆「徳」「知」「体」のバランスのとれた生徒
　　　　　　　　　　・自己肯定感を持つとともに、思いやりのある素直な生徒
　　　　　　　　　　・自ら考え、正しい判断力を備え、主体的に努力する生徒
　　　　　　　　　　・粘り強く最後までやり抜く、心身ともに健康でたくましい生徒
　　　　　　　　　　・地域社会の一員として、学校や地域に誇りを持ち、社会貢献できる生徒

豊かな心の育成
・「言葉」を大切にし、お互いのよさを認め合い、
一人ひとりが大切にされていると実感できる集団づ
くりを行う　

・学校に行くのが楽しい
　（生徒・保護者の肯定的な割合９５％）　

・互いの違いを尊重する人権感覚を養う　
・人権を尊重する意識の育成
　（生徒・保護者の肯定的な割合９０％）　

・生徒会活動・専門委員会活動・学年（学級）
活動等の活性化

・主体的に取り組む態度の育成
（生徒・保護者の肯定的な割合９０％）　

・元気にあいさつし、素直に返事をする態度を
養う　　　

・「しつけの三原則」の実践
　　　　　　　　　（生徒実施９０％）

・「C.C.Diary」を生かした家庭学習の習慣化
を確立する

・学校の授業時間以外の学習時間の増加
　　（１時間以上が７０％）　

確かな学力の向上
・「和歌山の授業づくり３か条（第２版）の充
実と読解力の育成を図る　 ・授業はわかりやすい

　　　　（生徒の肯定的な割合８０％）　・ICT機器を有効に活用した授業づくりを実践
する

・将来の生き方・働き方について体験をとおし
て理解を深めさせ、進路の選択、決定へと導く

・将来の進路や生き方について考える
　　（生徒の肯定的な割合８０％）　・ＥＳＤ、総合的な学習

　　の時間の推進 ・学校図書館を活用する等、本に親しむ姿勢の
推進に努める

・読書活動に取り組む生徒の増加
　　　（生徒の実施７０％）

・「体力向上プラン」を活用し、楽しく運動に
取り組める実践を行う

・新体力テストの総合評価でＤ・Ｅの割合
が２０％未満健やかな体の育成と　　　　　　　

生徒指導の充実 ・「C.C.Diary」を活用して家庭における時間
管理を推進し、規則正しい生活習慣の定着を図
る

・テレビやゲーム、インターネット使用時
間の減少（それぞれ１時間未満が５０％）

・いじめの未然防止、早期発見、早期対応に努
める

・いじめに関するアンケートを年間複数回
実施　（いじめ解消率１００％）

・全職員の共通理解と指導体制の確立をとおし
て、生徒によりそい支援を行う

・学校生活における生徒指導の進め方（生
徒・保護者の肯定的な割合８０％）　

・危機管理の徹底に取り組む
・リスクマネジメントによる安全な環境づ
くりに努める

・課題解決に向けた学校運営協議会の活動の充
実に努める

・年３回学校運営協議会を開催し、学校の現状、課
題の把握と改善、解決にむけた協力体制を整える　

・橋本中央中学校校区内の共育コミュニティ事
業を推進し、ボランティアの活動充実を図る

・３地域の共育コミュニティ本部会議をとおし
て、共通理解・連携を深める

・各種通信やＨＰ等で、教育活動についての情
報を家庭や地域へ発信する

・学校からの教育活動の発信（保護者の肯
定的な割合９０％）

・災害に備えて実践的な防災教育の取組を推進
する

・災害が起こった場合の行動を生徒一人ひ
とりが理解している（生徒理解１００％）


